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突然変異マウスを用いて不妊の原因遺伝子を解明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山大学大学院環境生命科学研究科（農）国枝哲夫教授らのグループは米国のジャクソ

ン研究所との共同研究により、生殖細胞の発生、分化や配偶子（精子および卵）の形成

に不可欠な新たな遺伝子を発見しました。ジャクソン研究所により作出された、ENU と

いう変異性薬剤の投与により引き起こされた遺伝子の突然変異により精子形成不全や生

殖細胞の欠損により不妊となった突然変異マウスマウスの解析から、これらのマウスの

不妊の原因が、Rev7 遺伝子や Tdrd12 遺伝子といった細胞の DNA を損傷から守る働きの

ある遺伝子に生じた突然変異であることを明らかにしました。また、これら以外にも、

Tmem48 という細胞の核膜を構成するタンパク質の遺伝子等のいくつかの遺伝子も、正常

な精子や卵の形成に不可欠であることを明らか

にしています。 

 

 生殖細胞の発生と分化の分子機構を明らかにすることは生命科学の重要な課題である

だけでなく、ヒトの不妊症や産業動物の繁殖障害等への対処や、有害野生動物の繁殖制御

にも不可欠です。  

岡山大学大学院環境生命科学研究科（農）国枝哲夫教授らのグループと米国のジャクソ

ン研究所の国際共同研究グループは、変異原性物質により誘発された突然変異により精子

や卵などの生殖細胞の分化に異常を呈するミュータントマウスを用いて、生殖細胞の発

生、分化や配偶子（精子および卵）の形成に不可欠な新たな遺伝子を同定し、これらの

遺伝子の機能が失われると不妊となることを明らかにしました。 

本研究成果は、人の不妊症の原因解明や治療法の確立等、様々分野に貢献することが期

待されます。  
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本研究の結果は、このような生殖機能に異常を呈する突然変異マウスを用いることで、

不妊の原因となる遺伝子を効率的に同定できることを示しており、私たちは、今後もこ

れらのマウスを用いて不妊に関わる新たな遺伝子を同定する予定です。 

現在出産を望む 10組に 1組以上の夫婦が不妊症により子供を設けることができないとい

われ、また、家畜では繁殖障害の発生率は近年大きく上昇し、産業上の大きな問題となっ

ています。これらの生殖機能の異常の多くは、配偶子や生殖細胞の発生分化の異常に起因

していることから、本研究プロジェクトの成果は、これらの不妊症や繁殖障害の原因を解

明し、治療法を確立することにも大きく貢献することが期待されます。また、現在全国で

深刻化している野生動物による農林業への被害に対処するためには、動物の繁殖制御法の

確立にも不可欠となっていますが、この分野への貢献も期待されます。さらに生命の連続

性を維持する上で最も重要な細胞である生殖細胞の発生と分化に関わる分子機構を解明す

るという生命科学における重要な課題にも大きく貢献することは間違いありません。 

 本研究は日本学術振興会 頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム「若

手研究者の研究能力向上を実現する生殖生命科学に関する国際共同研究」（H24～H26 年度、

予算総額 5, 600 万円）として実施され、これまでに下記の論文としてその成果を発表して
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＜お問い合わせ先＞ 

 岡山大学大学院環境生命科学研究科（農） 

教授 国枝哲夫 

（電話番号）086-251-8314 

（FAX番号）086-251-8388 

 


